
「文正草子jは御伽草子の代表的な物語で、奈良絵本

の作例では寛永8年（1631)の奥付を有する筑波大学本

をさきがけに、主に江戸時代前期から中後期にかけて多

く確認される。鹿島大宮司に仕えた薙旨の男（文正）が、

職を失うも塩焼きとして大長者となる「立身出世」のあ

らすじは、正月の古書として大いに愛好された。また文

正が鹿島大明神に祈って授かった二人の娘が、帝や関白

という身分ある男性と良縁を結ぶ下りは、婚礼などの祝

儀物にも好まれた。

哲学科所蔵本は文正草子の下巻部分にあたる絵巻で、
うすよう

文正の姉娘に恋をする二位中将殿が紅葉重ねの薄葉に歌

を認める場面から始まる。詞書の「君ゆへにまよひ来に

けるみちのくの しのふ心をあわれとおもへ」の歌は、

岡田啓助氏が原文に近い文体だと指摘する、長尾平兵衛

版『ふんしゃうのさうし』（寛文4年 （1664）刊）の系統を

ひくものと思われる。保存状態もよく、金泥を多用した

華麗な彩色と綴密な線描が印象的である。明星大学所蔵

の『ふんしゃう』絵巻（紙本着色三巻本・江戸時代前期）や茨城県立歴史館本「文正草子扉風」（六曲一双・江戸時代）な

どが近しい作例として指摘される。

中でも圧巻なのは、二位中将が身分を隠し巧みな口上や美しい管絃で文正一家と親しくなり、ついには姉娘と契り
みす からえ

を結ぶ一連の場面である。突然の風により巻き上がる御簾のしなやかな表現、姫君たちの華やかな衣装、唐絵とやま

と絵を描き分けた調度品の見事さなど、細部にわたる描写がここ一番の「恋の場面」を一層盛り上げる。御簾がまく

れて美女の姿を垣間見るといった展開は、『源氏物語』（「若菜上」）や『浄瑠璃物語』とも共通するドラマティックな演

出である。「文正草子Jが嫁入り道具にふさわしい主題でもある ことから、こういった「恋」の場面がとりわけ生き生

きと描かれるのであろう 。

文正草子絵巻
哲学科蔵（行徳家旧蔵本）

江戸時代（17世紀後半～末t頁）

縦 34.4cm 全長 1332.2cm 

紫）藤j畢（人文科学研究科美術史学専攻非常勤講師・園皐院大事教授

第一段絵部分下巻

平安時代に高貴な姫君たちが行っていた雛遊び。『源

氏物語』の若紫や紅葉賀では、紫の上が雛（人形）を源氏

に見立て遊ぶ様子や、源氏とともに人形の御殿を並べる

様子が描かれ、 『枕草紙』では、雛の調度が“うつくしき

もの”として挙げられる。

日本には古代から雛に纏わる信仰が存在し、一方、中

国から伝来したものとして、宮中では三月の主色（節句）

の日に、曲水の宴や桃酒を飲み穣れを般う行事なども行

われていた。江戸時代に入ると、こうした流れが相まっ

て、 三月三日に雛を飾る慣習が民間に広まっていった。

現在のような、 岩議長長にならった雛人形や貴族の婚礼

調度に擬えた揃いの調度類が作られるようになったの

も、この頃である口雛人形や雛道具、それらで遊ぶ子供

たちの姿や各地に立つ雛市の様子は、 当時の浮世絵や絵

草紙・名所案内などに度々登場するD 本物の婚礼調度そ

のままに美しく精巧に作られた雛道具は、娘の幸せな結

婚を願う親からの祝福が込められた造り物として、また、

遊びゃ風習を通し少女たちが自然に恋や結婚について意識するための装置として、時代を超えて受け継がれていく 。

調度類は多くは漆工であるが、なかには金銀玉を使用したものも制作され、その極めて小さいながらも賛を凝らした

造りには、度々禁令が出されるほどであった口なかでも銀製雛道具は、近衛家、鍋島家、三井家など明治期に華族と

なった家や、和菓子の老舗虎屋など、極限られた家にのみ現存が確認されている。制作時期はいずれも江戸後期から

明治期にかけてとされるが、この精微な銀細工の制作や販売を誰がどこで、行ったのかは、未だ謎とされている。

展示の銀製雛道具は、旧皇族の日博美麗侯爵とその妻寿量子の邸に旧蔵されていたものの一部。寿賀子は、明治

37年（1904）伯爵酒井忠道の二女として生まれ、女子学習院卒業後の大正14年（1925）に芳麿に嫁いだ人物である。

（学芸員吉贋さやか）

銀製雛道具

きりりと高く髭を結い、着物の裾をからげた遊女が、

桜花の下に人待ち顔で、足を止めている。松のあしらわれ

た打掛と前帯には抑揚のある墨線を施し、紅白の掛下は

色筆で勢いよく表されるが、ほっそりとした首や細面の

顔が穏やかな雰囲気を作り出している。打掛は淡い緑と

薄墨で立体感が出され、朱と緑の対比や濃淡によって色

数の少なさを感じさせない。画面右に桜の幹が太い墨線

で表されるが、遊女の頭上に差し掛かる枝にはつながら

ず、桜花はぽっかりと浮かぶ雲のようだ。桜花と遊女と

の組み合わせは、江戸吉原の典型的な図様として需要が

あり、多くの作品が描かれた。

本作のように斜め後ろから見る遊女の姿は、葛飾北

斎（1760～1849）も描いている。北斎の絵に京伝が賛を

した作品は多く、本作と同じ「吸付煙草」で始まる京伝

の賛と、北斎の描く遊女図との組み合わせは、キヨッ

ソーネ東洋美術館所蔵の扇面「桜花花魁図Jなど三点が

確認されている。いずれも享和2年～文化2年（1802～

1805）年頃の制作で、人気のほどがうかがえる。

首策安住 （1761～ 1816）は両手話と して名高いが、も

とは浮世絵師で、 15歳で、~ti重註（1739 ～ 1820）に入門
すると、政演と号して戯作本の挿絵を描いていた0 20 

代からは山東京伝の名で原作挿絵も手掛ける自作自画の

黄表紙を次々に刊行し、人気を博した。遊里を扱う作品

も多く、遊女を妻としたことでも知られる。寛政 5年

(1793）に煙草入れの店を開くと、煙草用具だけでなく、

自画賛の扇なども販売していた。「吸付煙草」で始まる

賛と、画中の遊女。本作はいかにも 山東京伝らしいー幅

だといえよう。

山東京伝画桜下遊女図
学芸員課程蔵

江戸時代後期

縦 171.5cm 横 40.Scm
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山階鳥類研究所蔵学習院大学史料館保管

江戸時代後期～明治時代

すいつけ たば こ 〈も いつづけび より あ酌 ゃぎ

吸付姻草の雲となり ／居績日和の雨となる／夜着のうち

蒲圏／の上一生の歓に曾むと／しづまらず／山東京惇

題井寓

高 0.8crn

高5.lcrn

（最小、白粉箱）縦 0.8crn 横 0.9crn

（最大、衣桁）幅4.7crn 奥行1.9crn

「吸付畑草」は、遊女がくわえて息で火をつけ、すぐ

に吸えるようにしたキセル。「居積」（妓楼で遊び続ける）、

「夜着」、「蒲圏」とともに、遊郭を連想させる言葉である。

「一生の軟に曾むと」は、『私；美前詠峯』（下・遊女）に「舟

の中、波の上で遊女と契りを交わすのも、一生の歓びで

あることに変わりはない（舟中浪上 一生之歓曾是同）J
とあるのを典拠とする O 「しづまらずjは、 寝静まるこ

とがない、また衰えのないことを指すのであろう 。なお

幕末の考証家石塚豊芥子の著『戯作者撰集Jには、式亭

三馬所蔵の貼交扉風にあった京伝の詠としてこの賛を載

せるが、その末尾は「ニ圧の厳岩氏益三会（遊女とあ

そぶための費用）」とあり、本品との異同が窺える。ただ

いずれにせよ、吉原の遊女を二度も妻に迎えた京伝の生

き様を伝えるにふさわしい作品であるといえるだろう 。

（客員研究員中嶋諒）
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